
再送【判定士通信№89】 

地盤品質判定士会，地盤品質判定士補  

ならびに地盤品質判定士協議会関係者の皆様へ  

 

平成 30 年 7 月豪雨地盤災害緊急報告会での報告事例提供のお願い 

 

西日本豪雨災害で被災された方には，心よりお見舞い申しあげます。  

 

現在，被災地において調査活動されている地盤品質判定士会幹事会の尾上技術委員長か

ら， 以下のように被災事例の報告に関して要請がありましたので，お知らせいたします。  

（これは 7 月 14 日に一部府県の方にお送りしているものの再送です。ご了承ください。） 

 

今月 24 日から香川県高松市において，第 53 回地盤工学研究発表会が開催されます。  

今般の西日本豪雨災害を受け，豪雨災害特別セッションが設けられることになり，  

その中で地盤品質判定士による報告の機会をいただきました。  

現在，判定士・判定士補におかれましては，被災地域において，業務上あるいは  

独自に被災調査を行っている実態を，この特別セッションにおいて報告したいと思っ

ております。  

判定士・判定士補が，被災調査で活動していることを，地盤工学会の会員・学生・一

般市民にアピールするまたとない機会ですので，調査地域はどこであろうと構わない

と思っております。  

現在，小職は，岡山県福山市駅家町向井永谷の斜面崩壊現場を調査しており，  

これからも調査は続けますが，この調子では、判定士会に割り当てられた報告時間（10

分）を 満足する情報を報告することができない状況です。  

つきましては，多くの被災例を集め，報告に臨みたいと思っております。被災調査に

関わっている判定士・判定士補におかれましては，被災状況を示す３行（150 文字）

程度の説明付きの写真を 19 日（木）までに寄せていただければ幸いです。  

仮に 10例が集まれば，小職の調査地 2～3例を併せると 10分間の発表は持ちますし，  

それで判定士のプレゼンスと判定士の資格制度創設の意義は確認できものと確信して

おります。  

急なお願いで，しかも募集期間もわずかしかないなか，大変恐縮ですが，協力いただ

きますよう，よろしくお願いいたします。  

 

写真付き説明文の送信先：下記の２つのアドレスに送信願います。 

（尾上委員長のメールアドレス）  

igi@silver.ocn.ne.jp   atsuo.onoue@koa-kaihatsu.co.jp 

                           2018年7月１4日（土）  

                 地盤品質判定士会  技術委員長 尾上篤生  

mailto:igi@silver.ocn.ne.jp
mailto:atsuo.onoue@koa-kaihatsu.co.jp


〔参考〕  

 

平成 30 年 7 月豪雨地盤災害緊急報告会  

7 月 25 日（水）15:10～18:00 豪雨災害特別セッション  

第１会場（大ホール）  

内容案（暫定）：  

１．挨拶主旨説明 10 分  

２．災害の概要（総括的な天候や河川洪水の説明）15 分  

３．各地区からの報告 130 分（休憩 10 分込み）  

  ・九州（10 分）  

  ・四国（15 分）  

  ・中国・岡山（15 分）  

    ・中国・広島（15 分）  

  ・関西（10 分）  

  ・中部（10 分）  

  ・地盤品質判定士会（10 分）  

４．会長総括 15 分  

18:10～18:40 別室にてマスコミの質疑応答  

 
 

 

 

 

 

 

≪追伸≫ 

2018 年 1 月 22 日に，地盤品質判定士協議会の Web と会員データシステムをリニューアル 

いたしましたので，ご報告申し上げます。 

大変恐縮ではございますが，マイページにアクセスしていただき，皆様の登録内容に 

ついてのご確認をお願いします。 

地盤品質判定士協議会 Web 「マイページ登録内容のご確認・修正のお願い」 

https://jiban-jage.jp/archives/162 

 

地盤品質判定士協議会事務局 

 

https://jiban-jage.jp/archives/162

